
保護者とつくる自閉症児と大学生とのサマーキャンプ

ねらい
＜自閉症児＞ ●交流経験の広がり
＜筑波大学生＞●自閉症児の学習プロセスの体験、及び

自閉症児者を取り巻く生活の理解・啓発

メリット
・自閉症児者の生活の理解・啓発
・インクルーシブ教育の実践力（企画・運営力、協調・調整力等の獲得など）

活動の候補

●附属久里浜特別支援学校
□デモホーム、１号館、プール、室内施設
・水遊び、プールでカヤック練習、バーベキュー、ピザ作り、お祭り（す
いか割り、綿菓子づくり、ポップコーン作り、かき氷）、うどん作り体験
（うせいさん）、輪投げ、手作りボーリング、ボッチャ、Ｔボール、オリ
エンテーリング・・・

●国立特別支援教育総合研究所
・裏山、トランポリン、体育館・・・

●横須賀・三浦地域
□花の国、野比海岸、三浦YMCAグローバルエコビレッ
・遊具遊び、磯遊び、カヌー、飯盒炊飯、じゃぶじゃぶ池、芝そり、
パン作り、お風呂、ピザ作り、キーホルダーづくり、おもしろ自転車、
スワンボート、動物ふれあい・・・

●筑波大学の資源
・美術・芸術・アート ・体育・スポーツ ・テクノロジー

➢ 時期
➢ 内容

●２日目
7:00 起床
7:30 朝食
8:45 学生集合・オリエンテーション
9:30 児童登校
10:00 始まりの会
10:30 海で遊ぼう／やぎのふれあい体験
12:00 昼食
13:00 思い出アート作り
14:45 終わりの会
15:00 終了

令和７年度 令和８年度以降～

●１日目
13:00 集合、オリエンテーション
13:30 学生へのレクチャー

①自閉症児と関わるにあたって
②自閉症児の家庭生活（保護者）

14:30 児童と大学生の顔合わせ、おやつ
15:30 翌日の活動準備
16:30 本日のまとめ、明日に向けて
17:00 夕食 ＊学生のみ
21:00 入浴、就寝 ＊学生のみ

将来的には、人間系の学生
で「自閉症」をキーワード
にキャンプと研究を関連で
きたら・・

将来的には、学生主
導で継続的に企画・
実施できたら・・・

⚫ 経 緯 PTAから学長への要望「教育を学ぶ学生に自閉症児の学びを体験してほしい！」

➢ 参加者

●筑波大学
・希望する障害科学域の研究室の
学生・大学院生12名

●附属久里浜特別支援学校
・希望する親子、PTA、おやじの会
12組（36名）
・教員ボランティア９名

初回は学校と保護者が主導2025年８月23日（土）～24日（日）

●みちくさラボ
・横須賀でのやぎのふれあい体験
・全国から６名のボランティアの参加



筑波大生向け募集ちらし

自閉症児家族向け募集ちらし

５月末、筑波大生と自閉症児家族向けに参加者募集

サマーキャンプに
興味をもってくれ
た学生と家族より、
定員を超える参加
申し込みがありま
した

活動助成をいただきました

• 全国国立大学附属学校
PTA連合会PTAカンガルー
シップ活動助成

• 教育長裁量経費



【１日目】教員と保護者によるレクチャー「自閉症児との家庭生活」
自閉症児と関わるポイント「子供の好き
なことを一緒にやってみましょう」

真剣な学生たち

家庭で困っていることやうれしい
ことについて話を聞きました

グループで話し合いを深めました

学生からは「直接保護者から話を聞くことができ、自閉症児の理解が深まった」
「明日からの関わりに生かしたい」などの感想がありました

ペアで交流する子供の保護者
から直接話を聞きました

保護者も率直にお話ししてくれました



【２日目】海で遊ぼう／やぎさんとふれあおう／思い出アート

来年もサマーキャンプで会いましょう！

海で遊ぼう

やぎさんとふれあおう

思い出アート作り

全員集合写真

おやつタイム

お弁当

自由時間にボール遊び



参加者の声

保護者の実際の苦労やうれしいこと
について生の声を聞き、自閉症児の
理解を深めることができました

自閉症と言っても子供によって特性も
コミュニケーションの取り方もそれぞ
れであることを実感できました

一緒に参加していた
きょうだい児に関する
興味も広がりました

初めての学生さんと活動することは難しいだろう
と思っていましたが、活動を通して、少しずつ子
供の心が開いていく様子を見て、いつもの場所や
人じゃなきゃダメだと親の私が思い込んでいると
ころもあるかもしれないことに気付きました

大学生に、自閉症児の
実態を、親の状況込み
で知ってもらえたこと
がすごくありがたいと
思いました


